
































































要教説』（Κύριαι Δόξαι）だけで，それにしても 3 世紀ごろの学説史家ディオ
ゲネス・ラエルティオスが『主要哲学者の生涯と意見』（Βίοι καὶ γνῶμαι τῶν ἐν 











































































号（2021 年 3 月）に投稿予定
　Ⅲ．「城壁の哲学─ローマのエピクロス主義について」，国士舘大学政経学部附属政
治研究所編『政治研究』第 3 号（2012 年）
　Ⅳ．「庭園をつくる─エピクロス主義の〈逸れ〉について」，政治哲学研究会編『政
治哲学』第 23 号（2017 年）
　Ⅴ．「偶然のエピクロス主義者モンテーニュ─『エセー』における引用の政治学」，国
士舘大学政経学部附属政治研究所編『政治研究』第 6 号（2015 年）
　Ⅵ．「エピクロスの帰還─ガッサンディにおける哲学的著述の技法について」，国士
舘大学政経学部附属政治研究所編『政治研究』第 2 号（2011 年）
　Ⅶ．「心
ア タ ラ ク シ ア
の平静から社会の平和へ─ホッブズはどこまでエピクロス主義者か」，政治
哲学研究会編『政治哲学』第 12 号（2012 年）
　Ⅷ．「パスカルにおけるエピキュリアン・モーメント（上・下）」，政治哲学研究会編






















































































































































































































































2 巻第 12 章「レーモン・スボンの弁護」を中心に，モンテーニュの法思想に
みられるエピクロス主義の影響を具体的に確認した。









































































せる（Le silence éternal de ces espaces infinis m’effraie）」（ブランシュヴィック
































































































































　その他すべてにたいしては，仮面をつけることができる（En tout le reste il 






テーニュ『エセー』第 1 巻第 19 章）。
　仮にあらゆる方面にたいして十分保護されているようにみえても（quand on 
se verrait même assez à l’abride toutes parts），倦怠が自分勝手に，それが自然
に根を張っている心の底から出てきて，その毒で精神を満たさずにはおかな
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